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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等
　

回次
第69期

第３四半期連結
累計期間

第70期
第３四半期連結
累計期間

第69期
第３四半期連結
会計期間

第70期
第３四半期連結
会計期間

第69期

会計期間

自　平成21年
      ４月１日
至　平成21年
　　12月31日

自  平成22年
     ４月１日
至  平成22年
     12月31日

自　平成21年
　　 10月１日
至　平成21年
　　12月31日

自  平成22年
     10月１日
至  平成22年
     12月31日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成22年
     ３月31日

売上高 (千円) 8,849,8898,326,1173,499,2203,444,82211,131,252

経常利益又は経常損失
(△)

(千円) 313,099△95,096 257,824 183,579 198,542

四半期純利益又は四半
期（当期）純損失(△)

(千円) 112,636△263,165 123,506 154,214△73,043

純資産額 (千円) － － 7,005,5376,437,1436,822,946

総資産額 (千円) － － 12,235,26411,712,17611,035,835

１株当たり純資産額 (円) － － 381.51 350.62 371.59

１株当たり四半期純利
益金額又は四半期（当
期）純損失金額(△)

(円) 6.13 △14.33 6.73 8.40 △3.98

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) － － － － －

自己資本比率 (％) － － 57.3 55.0 61.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 305,038△64,673 － － 660,146

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △879,341△206,953 － － △940,270

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △161,199△171,608 － － △179,399

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) － － 2,983,3242,815,8093,259,302

従業員数 (名) － － 350 346 338

（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　第69期第３四半期連結累計（会計）期間及び第70期第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり　四

半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３　第69期及び第70期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。

なお、第２四半期連結会計期間において、当社グループ内の一元管理を推進し、原材料履歴管理システム

を中心としたシステムの充実化、商品開発の迅速化および人事、財務における業務の効率化による企業体質

の強化を目的として、当社を存続会社、連結子会社２社を消滅会社とする吸収合併を行っております。これ

に伴い、当社の関係会社は子会社が２社減少し、３社となっております。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 346（506）

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　
(2) 提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 345（505）

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 販売実績

　　　　　　　　　　　　　　　製　品　別　売　上　高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：千円）

　
　　　　　　　　　　　　　期

別
前第３四半期連結会計期間
（21.10.１～21.12.31）

当第３四半期連結会計期間
（22.10.１～22.12.31）

前年同四半期比

　 製品別 金　額 構成比 金　額 構成比 金　額
前年　　同
期比

　 　 　 ％ 　 ％ 　 ％

　 食 肉 加 工 品 2,131,03360.9 1,955,26656.8 △175,76691.8

　 冷　凍　食　品 14,491 0.4 8,362 0.2 △6,12857.7

　 調 理 用ソース 17,999 0.5 13,942 0.4 △4,05677.5

　 正　月　料　理 1,153,44233.0 1,175,65334.1 22,210101.9

　 そ　　う　　菜 114,064 3.3 136,708 4.0 22,644119.9

　 そ　　の　　他 68,190 1.9 154,888 4.5 86,698227.1

　 合　　計 3,499,220100.0 3,444,822100.0 △54,39898.4

　　　　（注）上記は売上割戻を売上構成比で按分し控除した金額です。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変

動等又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありませ

ん。

　
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、中国を中心とした新興国の景気上昇による輸出

の回復から企業収益の改善や、政府の経済対策による消費の底上げ効果で穏やかな景気回復基調が見ら

れるものの、消費の節約志向、低価格志向は依然として強く、個人消費の回復には至っておらず、雇用情

勢も依然として厳しい状況が続いております。　

   当第３四半期連結会計期間の大きな特徴と致しましては、お正月料理の生産販売があり、本年度の動

きとして、特にお重詰め商品については、開発コンセプトごとに７人の料理研究家に料理監修を行って

いただき、それぞれの商品の特徴を明確にすることができました。また、原材料に関しても地産地消の観

点から、「江戸縁起」「万葉縁起」「卓袱おせち」など各地のおせちが提案できました。

　さらには、食物アレルギーをお持ちの方々からの要望にお応えすべく「のぞみ」「かなえ」といった

食物アレルギー配慮おせちを充実させました。

　また、本年７月より販売しております「あッ」シリーズに、小さなお正月シリーズを加え、お正月料理

のラインアップを広げてまいりました。
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　このような活動を行ってまいりましたが、個人消費の減退、価値訴求の不足などにより、売上高34億44

百万円（前年同期比54百万円減）となりました。また、品質の向上を目的としたロスの防止から費用の

削減に努めてまいりましたが、営業利益は１億78百万円（前年同期比78百万円減）、経常利益は１億83

百万円（前年同期比74百万円減）となりました。一方、固定資産処分損20百万円を特別損失として計上

しましたが、法人税等の減少により四半期純利益は１億54百万円（前年同期比30百万円増）となりまし

た。

　また、製品別の販売状況におきましては、食肉加工品が19億55百万円（前年同期比１億75百万円減）、

正月料理が11億75百万円（前年同期比22百万円増）、そう菜類が１億36百万円（前年同期比22百万円

増）、冷凍食品・調理用ソース・その他製品が１億77百万円（前年同期比76百万円増）となっておりま

す。

　
（2）資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は117億12百万円（前連結会計年度末比６億76百万円

増）となりました。主な要因は、現金及び預金の減少３億93百万円、売掛金の増加13億27百万円によるも

のであります。

（負債）　　

　当第３四半期連結会計期間末における負債は52億75百万円（前連結会計年度末比10億62百万円増）と

なりました。主な要因は、買掛金の増加７億40百万円、資産除去債務の増加92百万円によるものでありま

す。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は64億37百万円（前連結会計年度末比３億85百万円減）

となりました。主な要因は、配当金の支払１億10百万円、四半期純損失の計上２億63百万円によるもので

あります。

　
（3）キャッシュ・フロ－の状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は28億15百万円となり、第２四半期連結会

計期間末に比べ49百万円の増加となりました。各キャッシュ・フロ－の状況とそれらの要因は、次の通

りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により増加した資金は、１億56百万円（前年同四半期は２億10百万円）となりました。主な要

因は、税金等調整前四半期純利益の計上によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により使用した資金は、89百万円（前年同四半期は４億86百万円）となりました。主な要因

は、有形固定資産の取得によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により使用した資金は、17百万円（前年同四半期は17百万円）となりました。主な要因は、長

期借入金の返済によるものであります。
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（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた問題はありません。

　

（5）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は８百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 65,000,000

計 65,000,000

　
② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,392,00018,392,000
東京証券取引所
市場第２部

単元株式数は、1,000株であり
ます

計 18,392,00018,392,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年10月１日～
平成22年12月31日

― 18,392,000 ― 919,600 ― 672,801

　
(6) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、石井健太郎から平成22年12月22日付で関東財務局長に提出された大

量保有報告書（変更報告書）により、平成22年12月15日現在における当社株式を以下のとおり所有して

いる旨の報告を受けておりますが、当社として当第３四半期会計期間末における実質所有株式数の確認

ができておりません。

なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
（千株）

株券等保有割合
（％）

　石井 健太郎 　千葉県船橋市 910 4.95
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(7) 【議決権の状況】
　

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年９月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　31,000

―
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式
18,257,000

18,257同上

単元未満株式
普通株式
104,000

― 同上

発行済株式総数 18,392,000― ―

総株主の議決権 ― 18,257 ―

(注)  単元未満株式数には当社所有の自己株式935株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
石井食品株式会社

千葉県船橋市本町二丁目
７番17号

31,000 ― 31,000 0.17

計 ― 31,000 ― 31,000 0.17

　

　
２ 【株価の推移】

　

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】
　

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 233 230 225 227 223 224 222 235 228

最低(円) 224 215 214 213 215 215 216 215 214

(注) 最高・最低株価は東京証券取引所市場第２部におけるものです。

　
３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１

日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、千葉第一監査法人により四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

石井食品株式会社(E00453)

四半期報告書

10/25



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,665,809 4,059,302

売掛金 2,527,619 1,200,080

商品及び製品 49,433 47,341

仕掛品 24,487 27,311

原材料及び貯蔵品 146,925 156,971

その他 125,061 100,148

貸倒引当金 △2,258 △1,213

流動資産合計 6,537,078 5,589,942

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,716,006 1,801,541

機械装置及び運搬具（純額） 1,001,327 1,154,663

土地 1,143,628 1,143,628

工具、器具及び備品（純額） 42,871 31,892

リース資産（純額） 11,400 13,515

建設仮勘定 6,173 232

有形固定資産合計 ※
 3,921,409

※
 4,145,474

無形固定資産 84,303 79,721

投資その他の資産

投資その他の資産 1,222,536 1,273,847

貸倒引当金 △53,150 △53,150

投資その他の資産合計 1,169,386 1,220,696

固定資産合計 5,175,098 5,445,893

資産合計 11,712,176 11,035,835

負債の部

流動負債

買掛金 1,029,788 289,448

短期借入金 1,630,000 2,130,000

1年内返済予定の長期借入金 67,560 67,560

未払法人税等 2,618 36,424

賞与引当金 61,298 79,893

未払費用 823,581 544,139

その他 143,011 73,167

流動負債合計 3,757,858 3,220,633

固定負債

社債 500,000 －

長期借入金 145,660 196,330

退職給付引当金 585,610 532,696
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産除去債務 92,959 －

長期未払金 152,005 177,644

その他 40,939 85,583

固定負債合計 1,517,174 992,255

負債合計 5,275,033 4,212,888

純資産の部

株主資本

資本金 919,600 919,600

資本剰余金 672,801 672,801

利益剰余金 4,874,776 5,248,111

自己株式 △8,066 △7,592

株主資本合計 6,459,111 6,832,920

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △21,967 △9,973

評価・換算差額等合計 △21,967 △9,973

純資産合計 6,437,143 6,822,946

負債純資産合計 11,712,176 11,035,835
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 8,849,889 8,326,117

売上原価 5,436,353 5,408,604

売上総利益 3,413,535 2,917,513

販売費及び一般管理費

給料及び手当 533,584 476,674

販売手数料 213,745 212,611

運搬費 920,545 930,298

販売促進費 247,958 267,616

その他 1,178,855 1,103,558

販売費及び一般管理費合計 3,094,689 2,990,758

営業利益又は営業損失（△） 318,846 △73,245

営業外収益

受取利息 6,214 5,380

受取配当金 8,297 8,695

雑収入 3,683 3,861

その他 17,722 34,829

営業外収益合計 35,917 52,766

営業外費用

支払利息 27,322 23,254

社債発行費 － 7,539

たな卸資産廃棄損 10,328 41,366

その他 4,014 2,456

営業外費用合計 41,665 74,618

経常利益又は経常損失（△） 313,099 △95,096

特別利益

投資有価証券売却益 243 －

特別利益合計 243 －

特別損失

投資有価証券評価損 6,452 1,350

固定資産処分損 43,000 60,764

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 87,767

特別損失合計 49,452 149,881

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

263,889 △244,977

法人税等 ※
 151,252

※
 18,187

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △263,165

四半期純利益又は四半期純損失（△） 112,636 △263,165
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 3,499,220 3,444,822

売上原価 2,179,165 2,249,286

売上総利益 1,320,055 1,195,535

販売費及び一般管理費

給料及び手当 170,647 153,864

販売手数料 71,656 72,659

運搬費 321,890 344,489

販売促進費 93,869 104,396

その他 405,025 341,588

販売費及び一般管理費合計 1,063,089 1,016,998

営業利益 256,965 178,537

営業外収益

受取利息 1,744 2,407

受取配当金 2,868 2,925

雑収入 902 790

その他 5,945 16,299

営業外収益合計 11,460 22,423

営業外費用

支払利息 8,654 8,028

たな卸資産廃棄損 471 8,967

その他 1,474 385

営業外費用合計 10,601 17,381

経常利益 257,824 183,579

特別損失

投資有価証券評価損 473 721

固定資産処分損 35,175 20,738

特別損失合計 35,649 21,459

税金等調整前四半期純利益 222,175 162,120

法人税等 ※
 98,669

※
 7,906

少数株主損益調整前四半期純利益 － 154,214

四半期純利益 123,506 154,214
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

263,889 △244,977

減価償却費 438,288 392,341

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,607 △18,594

退職給付引当金の増減額（△は減少） 49,653 52,913

長期未払金の増減額（△は減少） △27,344 △25,639

受取利息及び受取配当金 △14,511 △14,076

支払利息 27,322 23,254

社債発行費 － 7,539

固定資産除却損 43,000 60,764

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 87,767

売上債権の増減額（△は増加） △1,209,581 △1,327,539

たな卸資産の増減額（△は増加） 32,592 10,778

仕入債務の増減額（△は減少） 657,698 740,339

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は
減少）

2,296 3,671

未払消費税等の増減額（△は減少） △16,183 △3,661

その他 338,549 278,652

小計 573,061 23,534

利息及び配当金の受取額 14,294 12,967

利息の支払額 △26,874 △21,449

法人税等の支払額 △255,442 △79,726

営業活動によるキャッシュ・フロー 305,038 △64,673

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 603,000 1,000,000

定期預金の預入による支出 △1,403,000 △1,050,000

有形固定資産の取得による支出 △65,674 △138,244

投資有価証券の取得による支出 △1,703 △4,223

その他 △11,963 △14,485

投資活動によるキャッシュ・フロー △879,341 △206,953

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △50,670 △50,670

短期借入れによる収入 － 360,000

短期借入金の返済による支出 － △860,000

社債の発行による収入 － 492,460

リース債務の返済による支出 － △2,755

自己株式の取得による支出 △345 △473

配当金の支払額 △110,184 △110,169

財務活動によるキャッシュ・フロー △161,199 △171,608

現金及び現金同等物に係る換算差額 △11 △257

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △735,513 △443,492

現金及び現金同等物の期首残高 3,718,837 3,259,302

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,983,324

※
 2,815,809
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期連結累計期間

（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

１ 連結の範囲に関す
る事項の変更

　 (1) 連結の範囲の変更

第２四半期連結会計期間に、当社を存続会社、連結子会社の石井食品九州株式会

社および石井食品関西株式会社を消滅会社とする吸収合併を行っております。

（2）変更後の連結子会社の数

　３社

２ 会計処理基準に関
する事項の変更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基

準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失及び経常損失は526千円増加

し、税金等調整前四半期純損失は88,293千円増加しております。また、当会計基準等

の適用開始による資産除去債務の変動額は92,915千円であります。

 

「企業結合に関する会計基準」等の適用

　第２四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第

21号　平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第

22号　平成20年12月26日）、「『研究開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企

業会計基準第23号　平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業

会計基準第7号　平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準

第16号　平成20年12月26日公表分）、「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準

に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）を適用し

ております。
　

　 　 　 　 　 　
【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用により、

当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用により、

当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算

定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末

の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算定する方法によっております。

３　経過勘定項目の算定方法 合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。

４　繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降

に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認め

られるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１　税金費用の計算 当社は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効

税率を乗じて計算する方法を採用しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※有形固定資産の減価償却累計額　16,351,057千円※有形固定資産の減価償却累計額　16,303,869千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

※法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示してお

ります。
同左

　
第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

※法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示してお

ります。
同左
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在）

現金及び預金 4,183,324千円

預入期間が３か月超の定期預金 1,200,000千円

現金及び現金同等物 2,983,324千円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年12月31日現在）

現金及び預金 3,665,809千円

預入期間が３か月超の定期預金 850,000千円

現金及び現金同等物 2,815,809千円

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日 

至  平成22年12月31日)

　

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 18,392,000

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 32,561

　

３  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月18日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 110,169 6.00平成22年３月31日 平成22年６月21日

　
(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期

間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)
　

　　当社及び連結子会社は、主に調理済食品（ハンバーグ、ミートボール等）の製造、販売と若干関連する仕

入れ商品の販売を行っております。 

　従って、取り扱う製品グループが同一であるため、分割基準として、販売市場別分類を採用し、一般消費

者向け市場と業務用市場とに区分いたしますと、当第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結累計

期間の一般消費者向け市場の売上高及び営業利益は、全セグメントの売上高及び営業利益の90％超であ

りますので、事業の種類別セグメント情報の開示を省略いたしました。

　

【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期

間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)
　

　　本国以外の国または地域には存外連結子会社及び重要な存外支店はありません。

　

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期

間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)
　

　　海外売上高はありません。

　

【セグメント情報】

　 当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）及び当第３四半期連結会計期

間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）
　

　　当社グループは、食品事業の単一のセグメントであるため記載を省略しております。

　

　（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。
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(金融商品関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)

売掛金、買掛金、短期借入金及び社債が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、か

つ、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

　 　 　 　 (単位：千円)

科目
四半期連結

貸借対照表計上額
時価 差額 時価の算定方法

売掛金 2,527,619 2,527,619 － (注２)

買掛金 （1,029,788）（1,029,788） － (注２)

短期借入金 （1,630,000）（1,630,000） － (注２)

社債 （500,000） （499,877） 122 (注３)

　(注) １　負債に計上されているものについては、（　）で表示しております。

　２　売掛金、買掛金及び短期借入金の時価については、短期間で決済されるため、時価は帳簿価格にほぼ等しいこと

から、当該帳簿価額によっております。

　３　社債の時価については、元利金の合計額を当該社債の残存期間及び信用リスクを加味した利率で割り引いた現

在価値により算定しております。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著し

い変動が認められません。

　

(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著し

い変動が認められません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 350.62円
　

　 371.59円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 6,437,143 6,822,946

普通株式に係る純資産額(千円) 6,437,143 6,822,946

差額の主な内訳(千円) － －

普通株式の発行済株式数(株) 18,392,000 18,392,000

普通株式の自己株式数(株) 32,561 30,430

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数(株) 18,359,439 18,361,570

　

２　１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 6.13円
　

１株当たり四半期純損失金額 14.33円
　

(注)　１　前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

　　　２　当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　３　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は純損
失（△）(千円)

112,636 △263,165

普通株式に係る四半期純利益又は純損失（△）
(千円)

112,636 △263,165

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 18,363,485 18,360,425

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 6.73円
　

１株当たり四半期純利益金額 8.40円
　

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

　　　２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 123,506 154,214

普通株式に係る四半期純利益(千円) 123,506 154,214

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 18,362,923 18,359,595
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のもの

については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間末

におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しており

ません。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月10日

石井食品株式会社

取締役会  御中

　

千葉第一監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    手　島　英　男  　  印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    田　中　昌　夫   　 印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている石井

食品株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、石井食品株式会社及び連結子会社の平成21年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月９日

石井食品株式会社

取締役会  御中

　

千葉第一監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    手　島　英　男  　  印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    田　中　昌　夫   　 印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている石井

食品株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成22年10月1日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、石井食品株式会社及び連結子会社の平成22年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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